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勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
平

成
28
年
度
に
受
け
付
け
た
相
談
は

３
１
５
件
（
苦
情
２
３
８
件
、
問

い
合
わ
せ
77
件
）
で
し
た
。

　

年
齢
別
の
相
談
件
数
は
、
70
歳

以
上
か
ら
の
相
談
が
93
件
で
相
談

者
の
39
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

苦
情
相
談
の
特
徴

• 

大
手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
会
社
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

会
社
を
名
乗
っ
て
「
有
料
サ
イ

ト
の
不
当
請
求
」
が
65
件
あ
り

ま
し
た

• 

光
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
変
更

の
強
引
な
販
売
に
関
す
る
相
談

が
31
件
あ
り
ま
し
た

• 

「
息
子
を
か
た
り
お
金
を
要
求

し
て
く
る
電
話
」
な
ど
、
詐
欺

に
関
す
る
相
談
は
74
件
あ
り
ま

し
た

　

市
で
受
け
た
消
費
者
相
談
は
、

広
報
お
知
ら
せ
版
で
毎
号
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

平
成
平
成
2828
年
度
年
度  

勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

「行動しよう　消費者の未来へ」
　消費者月間パネル展と図書館企画
コーナーがあります。
期　間▶5月31日㈬まで
ところ▶市立図書館

５月は
消費者月間です
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平成24～ 28年度消費生活相談件数推移

年齢別相談者割合(平成28年度)
20歳未満 2％ 20歳代 4％

30歳代 5％
40歳代
　12％

50歳代
14％

60歳代 21％

70歳以上
39％

その他・不明
3％

く
ら
し
の
ご
相
談

く
ら
し
の
ご
相
談

承
り
ま
す

承
り
ま
す

　

啓
発
事
業
や
意
識
調
査
な
ど
の

消
費
者
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ
く

平
成
29
年
度
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や

モ
ニ
タ
ー
に
、
次
の
方
々
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

く
ら
し
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
勝
山
市
く
ら
し
の

　
　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

朝
井　

和
美
、
大
瀬　

浪
子
、

　

林　
　

一
惠
、
山
内　
　

博

◆
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

勝
山
地
区
▼
島
田　

正
儀

　
　
　
　
　
　

中
山　

典
子

猪
野
瀬
地
区
▼
平
田　

尚
子

平
泉
寺
地
区
▼
竹
内　

貞
子

村
岡
地
区
▼
鈴
木
ひ
ろ
美

北
谷
地
区
▼
方
堂　

艶
子

野
向
地
区
▼
吉
川　

順
子

荒
土
地
区
▼
堂
前
香
寿
美

北
郷
地
区
▼
川
村
さ
な
え

鹿
谷
地
区
▼
斎
藤　

利
子

遅
羽
地
区
▼
牧
野　

栄
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

「「旬菜食祭 旬菜食祭 花月楼」花月楼」がが竣工・オープン竣工・オープン
竣工式　4月21日、営業開始　4月28日

　花月楼の竣工式が開催さ
れ、多くの来賓の方の前で、
下後区住民と中央保育園の
園児による左義長ばやしが
披露されました。

花月楼を見学できます
　市民の皆さまのご要望に応え、当分の間、「旬
菜食祭 花月楼」（お食事部門）の定休日である水
曜日に花月楼の見学をお受けします。あらかじ
め、電話にて予約をお願いします。

と　き▶毎週水曜日（「旬菜食祭 花月楼」定休日）
　　　　午後1時30分～ 3時
ところ▶旬菜食祭 花月楼（本町2丁目６－21）
•正面玄関インターホンでお知らせください
•事前の電話予約が必要です
• 厨房部分など見学できない部分がありますの
でご了承ください

申・問　勝山市観光まちづくり㈱　☎87 ｰ 1245
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平
成
29
年
度
の

区
長
さ
ん

　

行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎　

地
区
区
長
会
長

○　

同
副
会
長

☆　

同
理
事

勝
山
地
区
▼

元
禄
＝
安
田
和
夫
、
元
町
２
＝
加

藤
裕
二
、☆
元
町
３
＝
中
村
重
夫
、

昭
和
町
１
＝
皿
澤
秀
夫
、
昭
和
町

２
＝
山
場
勇
、
☆
昭
和
町
３
＝
村

上
行
義
、
旭
町
１
＝
前
田
裕
児
、

☆
旭
町
２
＝
中
田
孝
明
、
旭
毛
屋

町
＝
久
保
清
一
、
☆
立
川
町
＝
山

崎
正
美
、
上
郡
＝
石
井
範
國
、
上

袋
田
＝
中
村
美
雄
、
下
袋
田
＝
中

山
勘
司
、
上
後
＝
南
部
信
一
、
◎

中
後
＝
杉
平
信
夫
、
☆
下
後
＝
池

田
高
秋
、
上
長
渕
＝
木
村
嘉
雄
、

○
下
長
渕
＝
川
端
浩
二
、
☆
富
田

＝
茂
呂
輝
夫
、
☆
沢
町
＝
織
田
貞

信
、
○
芳
野
町
＝
安
岡
明
治

猪
野
瀬
地
区
▼

猪
野
口
＝
帰
山
洋
子
、
若
猪
野
＝

長
谷
川
正
、
高
島
＝
鳥
山
豊
一
、
西

高
島
＝
三
觜
博
信
、
毛
屋
＝
高
井

元
治
、
猪
野
＝
天
野
喜
兵
衛
、
○

片
瀬
＝
竹
原
慎
一
、
◎
片
瀬
町
＝

中
村
清
恵
、
岡
横
江
＝
梅
垣
靖
弘

平
泉
寺
地
区
▼

◎
平
泉
寺
＝
大
久
保
満
、
赤
尾
＝

福
田
豊
彦
、
笹
尾
＝
手
塚
秀
一
、

大
渡
＝
上
山
忠
幸
、
壁
倉
＝
山
田

善
吉
、
○
岩
ケ
野
＝
南
都
志
男
、

大
矢
谷
＝
谷
口
正
毅
、
小
矢
谷
＝

中
村
信
義
、
神
野
＝
牧
野
和
男
、

経
塚
＝
福
田
都
紀
雄
、
上
野
＝
市

原
勝

村
岡
地
区
▼

○
滝
波
町
＝
川
原
龍
夫
、
◎
郡
町

＝
今
井
克
己
、五
本
寺
＝
斎
門
重
光
、

○
黒
原
＝
荒
井
由
紀
夫
、
栃
神
谷

＝
山
岸
法
明
、
暮
見
＝
中
村
長
則
、

寺
尾
＝
岸
上
和
彦
、
浄
土
寺
＝
山

岸
忠
祐
、
長
山
町
＝
石
畒
史

北
谷
地
区
▼

中
尾
＝
中
山
茂
一
、
北
六
呂
師
＝
結

川
隆
一
、
河
合
＝
斉
藤
甚
継
、
◎

木
根
橋
＝
佐
々
木
貞
夫
、
○
小
原

＝
杉
吉
政
巳
、
谷
＝
田
中
久
明
三

野
向
地
区
▼

○
龍
谷
＝
浅
井
義
一
、
竹
林
＝
池

田
克
己
、
◎
聖
丸
＝
西
出
健
一
、

深
谷
＝
平
林
真
一
、
薬
師
神
谷
＝

山
内
則
人
、
牛
ケ
谷
＝
山
口
登
、

北
野
津
又
＝
吉
川
憲
男
、
横
倉
＝

北
川
雅
敏

荒
土
地
区
▼

松
田
＝
松
村
清
雄
、
田
名
部
＝
丹

後
清
明
、
布
市
＝
黒
田
巌
、
清
水

島
＝
土
田
弥
市
、
○
北
新
在
家
＝

石
川
健
治
、
別
所
＝
笠
羽
龍
也
、

境
＝
山
内
博
、戸
倉
＝
日
谷
昌
保
、

西
ケ
原
＝
袖
川
源
也
、
新
道
＝
岩

倉
治
、
◎
細
野
口
＝
水
上
俊
成
、

北
宮
地
＝
島
田
治
、
堀
名
＝
森
石

和
輝
、
中
清
水
＝
石
井
武
夫
、
○

伊
波
＝
皿
澤
吉
朗
、
妙
金
島
＝
齋

藤
治
一
、
新
保
＝
多
田
陽
一
、
松

ケ
崎
＝
村
上
正
二

北
郷
地
区
▼

西
妙
金
島
＝
乾
一
雄
、
檜
曽
谷
＝

小
林
重
孝
、
新
町
＝
平
井
孝
、
志

比
原
＝
小
林
元
実
、
上
森
川
＝
笠

松
邦
造
、◎
下
森
川
＝
笠
川
吉
盛
、

東
野
＝
笠
川
甚
寿
、
伊
知
地
＝
川

村
謙
一
、○
坂
東
島
＝
松
村
了
造
、

上
野
＝
木
下
善
成

鹿
谷
地
区
▼

保
田
＝
牧
野
元
惠
、
西
光
寺
＝
林

則
栄
、
◎
北
西
俣
＝
辻
敏
憲
、
矢

戸
口
＝
森
下
秀
光
、
本
郷
＝
前
川

光
春
、
西
遅
羽
口
＝
黒
瀬
一
子
、

東
遅
羽
口
＝
石
田
忠
夫
、
杉
俣
＝

山
内
政
司
、
志
田
＝
石
田
巳
春
、

発
坂
＝
嶋
田
基
昭
、
○
保
田
出
村

＝
鈴
木
茂
美

遅
羽
地
区
▼

下
荒
井
＝
斎
藤
耕
一
、
嵭
崎
＝
仲

長
豊
治
、
◎
大
袋
＝
斎
藤
勝
、
新

道
＝
酒
井
邦
春
、
北
山
＝
斎
藤
佐

智
雄
、
蓬
生
＝
斎
藤
喜
信
、
中
島

＝
松
山
滋
貞
、
○
千
代
田
＝
伊
藤

清
、
比
島
＝
太
田
穣

平成29年度　勝山市一般会計補正予算などを可決
　

４
月
臨
時
市
議
会
が
４
月

28
日
に
開
か
れ
次
の
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
勝
山
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
市
道
水

路
改
良
工
事
に
伴
う
損
害
賠

償
金
、
小
規
模
荒
廃
地
治
山

事
業
費
な
ど
で
一
般
会
計
に

７
６
５
万
４
千
円
を
増
額

し
、
総
計
を
１
２
１
億
７
０

２
５
万
４
千
円
と
し
ま
し

た
。◆

そ
の
他

　

平
成
28
年
度
勝
山
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
10
号
）、

平
成
28
年
度
勝
山
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
お
よ
び
勝
山
市
税
条

例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専

決
処
分
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
賠
償
の
和
解

に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

深
谷
久
枝
さ
ん
に

総
務
大
臣
感
謝
状

平
成
平
成
2929
年
度
年
度

春
の
叙
勲
者
の
ご
紹
介

春
の
叙
勲
者
の
ご
紹
介

　

市
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
深
谷
久

枝
さ
ん
の
退
任
に
伴
い
、
総
務
大

臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間

誠
に
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

瑞
宝
単
光
章

　

久
保　

金
喜
さ
ん
（
68
）

＝
本
町
４
＝

　

昭
和
43
年

に
勝
山
市
消

防
団
員
と
な

り
45
年
間
、

地
域
へ
の
献
身
的
な
活
動
を
続
け

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
よ
り

副
団
長
を
４
年
間
務
め
、
春
や
秋

の
火
災
予
防
運
動
で
積
極
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
地
域
に

根
差
し
た
防
火
思
想
の
普
及
活
動

に
努
め
ま
し
た
。


